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１ 環境方針

環境経営方針 
 

「 物流を通じて環境保護に貢献する 」 

 

 

環境理念 

 

   有限会社栄和興業は、運送業として事業活動に伴い発生する環境負荷を低減させる 

  ために、環境経営システムを構築し、環境保全活動に積極的に取組み、環境負荷の低減 

  および高品質な物流を目指します。 

 

 

行動指針 

 
  １．使用する車両等は、省エネルギー・環境に対応して適切に使用し、環境に配慮した 
    事業活動を実施します。 
 
  ２．省エネルギー、省資源、節水に努めます。 
 
  ３．事業活動に関連する法規制、当社が同意するその他の要求事項はこれを順守します 
 
  ４．地域活動、環境保全活動へ積極的に参加致します。 
 
  ５．環境マネジメントシステムの運用にあたり、環境経営方針を全従業員へ周知する 
    とともに、適切な教育訓練を行います。 
 
  ６．この環境方針は従業員へ周知させると共に、要求があれば外部に公表します。 
 
  ７．環境経営の継続的な改善を実施します。 
 
                                     第 ３版 
                           制定日  令和４年３月１５日 
                                有限会社栄和興業 
                                代表取締役社⾧  
                                    鈴木義治 
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2 組織の概要

１．名称及び代表者名

有限会社栄和興業

代表取締役 鈴木義治

２．所在地

岩手県一関市東山町⾧坂字南磐井里５３番１

TEL：0191-47-2545  FAX：0191-47-4226

３．事業の概要

産業廃棄物収集運搬業 一般貨物自動車運送業

４．事業規模

従業員数

５．認証登録範囲

全組織、全活動が認証範囲

６．許可

岩手県産業廃棄物収集運搬業許可

宮城県産業廃棄物収集運搬業許可

秋田県産業廃棄物収集運搬業許可

福島県産業廃棄物収集運搬業許可

山形県産業廃棄物収集運搬業許可

７．保有車両（収集運搬車両）

10ｔ積ダンプトラック ５台

12ｔ積ダンプトラック １２台

脱着装置付きコンテナ車 ２台

事業年度

資本金

売上高

産業廃棄物収集運搬量

令和3年度

3百万円

352百万円

33,084ｔ

27名

令和元年度

3百万円

451百万円

58,133ｔ

28名

令和2年度

3百万円

370百万円

49,942ｔ

27名
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３ 実施体制

１．組織

２．役割及び権限

代表者 ・環境管理システムの統括責任者

・環境方針の策定、見直し及び全従業員へ周知する

・環境目標、環境活動計画書を承認する

・環境管理責任者を任命する

・全体の評価と見直しを行う

・経営における課題とチャンスを整理し、明確にする

・実施体制を構築する

環境管理責任者 ・環境活動の取り決め結果を代表者へ報告

・環境法規制の取り纏め表作成および遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーション窓口

環境責任者 ・環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境活動の取り決め結果を代表者へ報告実績収集

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取組の重要性を理解する

・省エネルギー、節水、省資源に努める

役職

代表者

社⾧ 鈴木義治

環境管理責任者

佐藤和弘

環境責任者

那須岩洋

従業員

２4名

役割・責任・権限
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４ 環境経営目標

１．主な環境負荷の実績

表１ 主な環境負荷等の実績

２．環境経営目標

 令和元年度を基準年度として単年度の環境経営目標を、表２のとおり設定し

環境活動に取組んでいます。

表２ 環境目標

kwh

㎞/ℓ

㎥

件 0 0

人 1 2
kg-CO2

kg-CO2

 購入電力の二酸化炭素排出係数は0.528㎏-CO2（R2年1月7日公表 東北電力(株)の調整後

 二酸化炭素排出係数）を使用。

節水

電力の二酸化炭素排出量

環境苦情

地域清掃活動への参加

購入電力量

燃費 km/ℓ 2.92 2.99 3.06

上水使用量 ㎥ 806.0 796.0 729.0

15,378.0

（令和元年度）

14916.7

単位

ガソリン使用量 ℓ

車両の燃費

項目

797.9

0

2

4,391.0

413,753.1

16,095.0

371,374.5390,189.9

23,773.5 17,321.0

3,904.9

2.98

781.8

2.92

806.0

15,224.2

2.95

15,070.4

2.95

789.9

0

2

軽油使用（重機）の二酸化炭素排出量

基準値

軽油使用量（車両）

軽油使用量（重機）

ℓ

ℓ

項 目 単位 Ｒ元年度

電力使用量 kwh 15,378.0

令和３年度令和２年度 令和４年度

64,515.7 64,515.7 64,515.7 64,515.7

8,038.4 7,957.2 7,876.0

Ｒ２年度 Ｒ3年度

5,066.8

15,146.0 15,396.0
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５ 環境経営計画

部屋を使用していないときは消灯する

トイレ、倉庫など使用しないときは消灯する

事務所の部分照明を実行する

昼休みは消灯する

冷暖房の無駄を省き、クールビズ・ウォームビズを励行する

使用しない部屋は空調を停止する

ドアの開け放しはしない

ブラインド等を使用し、直射日光を遮る

退社時はパソコンの電源を切る

ＯＡ機器は省電力設定する

通電の必要があるＯＡ機器以外のＯＡ機器は使用時以外は電源を切る

エアコンのフィルターの清掃を定期的に実施する

アイドリングストップを実践する

急発進、急加速はしない

空ぶかしはしない

冷暖房の控えめ使用

タイヤの空気圧は、適正値を保つよう定期的に調整する

アイドリングストップを実践する

旋回角度を小さくする

エアークリーナーを適宜清掃する

過剰な負荷を掛けない

業務に支障のない文書は両面コピーとする

業務に支障のない文書は、使用済み用紙の裏面を使用する

電子メールを利用し、紙の使用量を削減する

文書の共有を図り、不要な印刷物を削減する

ＯＡ機器のトナー、インクカートリッジの回収、リサイクルを推奨する

リターナブル容器に入った製品を優先的に購入・使用する

使用済みの封筒を再利用する

節水に努める

水道水を出しすぎない

急発進、空ぶかしはしない

環境苦情の削減 騒音に配慮した運転する

スピードを控えた運転を心掛ける

地域清掃活動 地域との情報交換を行い、清掃活動へ参加する

自動車燃料

等の二酸化

炭素排出量

の削減

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

抑

制

廃

棄

物

の

排

出

抑

制

一般廃棄

物の削減
一般廃棄物

節

水

水道水の使

用量削減
節水

車両

重機

取組内容項目

電力の二酸

化炭素排出

量の削減

照明

冷暖房

節電
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６ 環境経営目標の実績

清掃活動の様子

14,916.7

節水 ㎥ 806.0 781.8 729.0

環境苦情 件 0

8,118.5 未達成

 軽油使用（重機）の二酸化炭素排出量 ㎏-CO2 64,515.7 64,515.7 41,525.1 達成

購入電力量の削減 kwh 15,378.0

目標値

㎏-CO2 8,119.6 7,876.0電力の二酸化炭素排出量

15,396.0

達成状況

車両の燃費向上 ㎞/ℓ 2.92 2.98 3.06

未達成

達成

実績値項 目 単位
基準年度実績値

（令和元年度）

0 0

地域清掃活動への参加 人 1 2 10

達成

達成

達成
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７ 環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

取組結果の評価
達

成

度

〇 取り組みを継続する

〇 取り組みを継続する

× 取り組みを継続する

〇 取り組みを継続する

〇 取り組みを継続する

〇 取り組みを継続する

〇 取り組みを継続する

△ 取り組みを継続する

達成度  〇：評価できる  △：まずまず評価できる  ×：評価できない

８ 環境法規制等の遵守状況の確認および評価並びに違反、訴訟等の有無

 当社が環境関連法規について遵守状況を確認したところ、法規制の違反はありませ

んでした。

また、過去３年間、関係当局からの違反の指摘、住民等からの苦情、訴訟等について

問題はありませんでした。

項 目

節電

車両

二酸化炭

素排出量

の抑制

節水

廃棄物の排出抑制

（一般廃棄物）

環境苦情の削減

地域清掃活動へ参加

照明

冷暖房

騒音に配慮した運転が実施できた

清掃活動は実施したが、参加回数を増やすこ

とができなかった

取組結果 次年度の取組

部分照明の使用、私用後の消灯など取り組み

が習慣化できている

部分使用、室温管理など取り組みができた

OA機器未使用時の電源断、省電力化の取組

は実施できた。しかしながら、暖房時のエア

コン使用により電力使用量は目標未達成と

なった。
アイドリングストップ、最低限の暖機運転実

施等により取組が実施できた
ファイルの共有化、電子化等継続実施できて

いる
洗車時にこまめな止水を行う等取組を継続実

施できている
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９ 代表者による全体の評価と見直し・指示

見直しは行わない

現在の目標及び計画で活動する

現在の体制を継続する

なし

５．全体評価

 環境経営目標、環境経営計画に従い活動できた。

 目標については一部未達成（購入電力量の削減）となった。

見直し・指示見直し事項 評価

１．環境経営方針
当社の事業内容に沿っており問題

なし

２．環境経営目標及び環境経営計画適正と判断する

３．実施体制 問題なし

４．その他

  （      ）
特になし
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１０ 産業廃棄物関連・組織の概要（情報公開）

有限会社栄和興業

鈴木義治

岩手県一関市東山町⾧坂字南磐井里５３番地１

佐藤和弘 エコアクション２１担当者 佐藤和弘

電話 0191-47-2545 FAX 0191-47-4226

産業廃棄物収集運搬業 、一般貨物自動車運送事業

昭和４０年６月 資本金 ３00万円

許可番号、許可の種類

県／許可番号

岩手県

00304051458 許可の有効期限

宮城県

00400051458 許可の有効期限

山形県

00609051458 許可の有効期限

福島県

00707051458 許可の有効期限

秋田県

00504051458 許可の有効期限

＊積替え・保管の有無 ・・・ 無し
＊収集運搬車両台数

10ｔダンプトラック ・・・・・ ５台
12ｔダンプトラック ・・・・ １2台

脱着装置付きコンテナ車 ・・・ ２台

事業者名

代表者

所在地

許可の年月日 燃え殻、汚泥、廃油、廃アルカリ、廃プラスチック類、紙く

ず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず、金属く

ず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず、鉱さ

い、がれき類、ばいじん
燃え殻、汚泥、廃油、廃プラスチック類、紙くず、木くず、

繊維くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、

鉱さい、がれき類、ばいじん

許可の年月日
平成30年09月11日

平成35年9月10日

平成30年12月13日

平成35年12月1日

環境管理責任者

法人設立年月

年月日

許可の年月日

令和4年11月28日

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック

類、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず、

金属くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず、

鉱さい、がれき類、ばいじん

種類

令和9年11月27日

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック

類、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず、

金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、

鉱さい、がれき類、ばいじん
燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック

類、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず、

金属くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず、

鉱さい、がれき類、ばいじん

令和元年７月８日

令和6年7月7日

許可の年月日

許可の年月日
平成30年11月28日

平成35年11月16日

連絡先

事業活動の内容
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2021年10月～2022年9月

（Ⅰ）取集運搬 汚泥

ばいじん

燃えがら

鉱さい

管理型混合廃棄物

廃プラスチック類

コンクリートくず

収集運搬量合計

1,771.1

3,841.1

721.1

380.5

146.2

受諾した産業廃棄物の処置

処理方法 処分方法等廃棄物等種類 処理量（ｔ）

14.9

0.0

33,084.1

26,209.2
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